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着
物
Ｄ
Ｅ
ま
ち
あ
る
き

№ 198
春
2016

　

貴
重
な
真
岡
木
綿
の
着
物
を
着
て
、
真

岡
中
心
街
の
門
前
地
域
で
街
歩
き
を
し
ま

せ
ん
か
？

　

昔
は
花
街
と
し
て
賑
わ
い
、
今
は
昭
和

の
店
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
カ
フ
ェ
や

雑
貨
店
の
立
ち
並
ぶ
街
「
真
岡
門
前
」。

　

明
治
・
大
正
の
建
物
群
の
あ
る
久
保
記

念
観
光
文
化
交
流
館
や
真
岡
木
綿
会
館
、

岡
部
呉
服
店
の
古
き
良
き
別
邸
跡
「
金
鈴

荘
」、
歴
史
あ
る
建
物
の
中
で
頂
く
至
極

の
イ
タ
リ
ア
ン
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
」
や
界

隈
の
飲
食
店
や
雑
貨
店
を
街
歩
き
し
て
、

真
岡
観
光
の
記
念
の
一
日
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
♪

　

真
岡
木
綿
会
館
で
は
、
機
織
り
・
染
色

の
体
験
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。（
予

約
制
）

【
街
歩
き
開
催
予
定
】

6
月
12
日（
日
）10
月
30
日（
日
）12
月
11
日（
日
）

真
岡
市
観
光
協
会
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新
春
講
演
会

「
栄
光
に
近
道
な
し
！
」

八
木
沢
荘
六
氏
を
迎
え
て

　

真
岡
法
人
会
主
催
に
よ
る
新
春
講
演
会

が
、
去
る
２
月
６
日
（
土
）
午
後
４
時
か

ら
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
に
於
い
て
、
講

師
に
本
県
の
球
界
を
代
表
す
る
往
年
の
名

選
手
「
八
木
沢
荘
六
氏
」
を
迎
え
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
は
高
校
野
球
１
０
０
年
の

節
目
の
年
で
あ
り
、
ま
た
、
八
木
沢
氏
と

石
坂
法
人
会
長
は
先
輩
、
後
輩
の
関
係
で

旧
知
の
仲
と
い
う
こ
と
か
ら
今
回
の
企
画

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
参
加
者
は
、
会
員
企
業
や
一
般

の
方
、
学
童
野
球
チ
ー
ム
の
子
供
た
ち
を

含
め
１
２
４
名
が
熱
の
こ
も
っ
た
話
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

　

講
演
は
約
１
時
間
半
に
も
及
び
、
壇
上

で
は
現
役
さ
な
が
ら
の
華
麗
な
ピ
ッ
チ
ン

グ
フ
ォ
ー
ム
を
幾
度
も
披
露
し
、
指
導
者

と
し
て
理
論
的
に
肩
肘
を
傷
め
な
い
た
め

の
投
球
術
、
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
の
上
手

な
鍛
え
方
な
ど
専
門
的
な
話
が
あ
り
ま
し

た
。
最
後
に
、
技
術
の
基
本
は
「
原
理
原

則
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
く
正
し
い
技

術
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
毎
日
の
反
復

練
習
が
不
可
欠
で
あ
り
「
近
道
」
は
な
い
。

と
結
び
ま
し
た
。

　

氏
は
、
現
在
も
日
本
プ
ロ
野
球
選
手
Ｏ

Ｂ
１
７
０
０
名
で
構
成
す
る
全
国
野
球
振

興
会
理
事
長
と
し
て
全
国
各
地
へ
出
向
き
、

プ
ロ
ア
マ
交
流
事
業
や
子
供
野
球
教
室
の

開
催
な
ど
、
後
進
の
育
成
指
導
に
当
た
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

坂
東
旭
山
動
物
園
長
来
る

青
年
部
合
同
講
演
会

青
年
部
会
長　

秋
山
康
雄

　

平
成
28
年
２
月
27
日
、
真
岡
青
年
会
議

所
と
合
同
で
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
旭
山
動
物
園
園
長
の
坂
東
元

氏
を
む
か
え
「
い
ち
獣
医
は
い
か
に
し
て

動
物
園
の
匠
と
な
っ
た
か
」
と
い
う
題
目

で
し
た
。

　

坂
東
園
長
は
ゴ
リ
ラ
や
キ
ツ
ネ
ザ
ル
の

感
染
症
に
よ
る
死
亡
の
た
め
営
業
停
止
に

な
り
、
入
場
者
数
も
激
減
し
、
廃
園
の
危

機
に
あ
っ
た
旭
山
動
物
園
を
立
ち
直
ら
せ

た
人
物
で
す
。

　

１
９
９
６
年
に
は
年
間
26
万
人
ま
で
落

ち
込
ん
で
い
た
入
場
者
数
を
、
行
動
展
示

と
い
う
動
物
の
見
せ
方
を
す
る
こ
と
で

ピ
ー
ク
時
の
２
０
０
７
年
に
は
３
０
７
万

ま
で
増
や
し
ま
し
た
。
現
在
で
も
上
野
動

物
園（
東
京
都
台
東
区
）東
山
植
物
園（
愛

知
県
名
古
屋
市
）
に
次
ぐ
日
本
第
３
位
の

入
場
者
を
誇
り
ま
す
。

　

動
物
に
と
っ
て
快
適
な
空
間
を
作
り
出

し
、
動
物
が
本
来
持
っ
て
い
る
生
態
、
行

動
を
引
き
出
し
て
見
て
も
ら
う
と
い
う
か

た
ち
の
「
行
動
展
示
」
の
手
法
は
そ
れ
ま

で
の
動
物
園
の
概
念
に
は
な
い
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
企
業
経
営
者
の
立
場
か
ら
み
て

も
危
機
的
状
況
に
あ
る
会
社
を
立
ち
直
ら

せ
る
手
法
が
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
一
般
の
方
も
含
め
る
と
２
５
０

人
以
上
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

青
年
部
の
事
業
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

ま
た
合
同
講
演
会
を
企
画
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

第4回通常総会のお知らせ

一般社団法人真岡法人会

【日　時】平成 28年 6月15日（水）午後 4時
【場　所】フォーシーズン静風「静風の間」

※5月中に会員の皆様にご案内状を送付い

たします。出欠のご回報と欠席をされる場

合、委任状のご提出をお願いいたします。
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第
４
回
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

入
賞
者
発
表
！

　

真
岡
法
人
会
女
性
部
会
で
は
、
小
学
生

へ
の
租
税
教
育
事
業
と
し
て
「
租
税
教

室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
更
に
そ
の

知
識
や
感
想
を
「
絵
は
が
き
」
に
す
る
こ

と
で
〝
税
〟
に
対
す
る
理
解
を
よ
り
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
「
絵
は
が
き
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成

27
年
度
は
女
性
部
会
が
「
租
税
教
室
」
を

担
当
し
た
郡
内
３
小
学
校
（
久
下
田
小
・

逆
川
小
・
芳
賀
南
小
）
の
６
年
生
児
童
に

作
品
の
応
募
を
依
頼
し
ま
し
た
。
こ
の
結

果
１
４
２
点
の
応
募
が
あ
り
、
こ
の
中
か

ら
優
秀
作
品
30
点
を
選
出
し
、
2
月
8
日

（
月
）
〜
17
日
（
水
）
ま
で
の
期
間
、
そ

れ
ぞ
れ
地
域
の
大
型
商
業
施
設
等
に
展
示

し
ま
し
た
。
な
お
、
優
秀
作
品
は
次
の
通

り
で
す
。

【
法
人
会
長
賞
】　

亀
田
玲
那（
久
下
田
小
）

【
女
性
部
会
長
賞
】阿
部
咲
来（
芳
賀
南
小
）

【
税
務
署
長
賞
】　

泉
水
律
紀（
久
下
田
小
）

【
金　

賞
】　　

近
藤
幸
姫
（
逆
川
小
）

　
　
　
　
　
　

菅
谷
さ
や
か（
芳
賀
南
小
）

【
銀　

賞
】　　

笹
原
優
花
（
久
下
田
小
）

　
　
　
　
　
　

菱
沼
優
樹
（
逆
川
小
）

【
銅　

賞
】　　

横
田
歩
夢
（
久
下
田
小
）

　
　
　
　
　
　

石
﨑
夢
香
（
逆
川
小
）

　
　
　
　
　
　

町
井
海
有
（
芳
賀
南
小
）

【
入　

選
】　

阿
部
怜
・
桜
井
祐
・
塚
本
沙

弥
・
二
瓶
豪
・
野
沢
萌
華
・
皆
川
栞
里
・

山
口
星
奈
・
久
保
野
淳
（
以
上
、
久
下

田
小
）
磯
茉
奈
佳
・
浦
井
暖
人
・
篠
田

陽
菜
・
新
山
日
楽
（
以
上
、
逆
川
小
）

今
西
里
英
・
大
津
璃
朋
・
岡
田
梓
那
・

大
根
田
一
紗
・
木
津
麻
琴
・
小
林
優
佳
・

直
井
杏
珠
・
森
大
成
・（
以
上
、
芳
賀

南
小
）�

（
敬
称
略
）

泉水律紀さんの作品

亀田怜那さんの作品阿部咲来さんの作品

税務署長賞

法人会長賞女性部会長賞

女
性
部
会
・
新
春
研
修
会

相
続
税
は
早
め
の
対
策

　

真
岡
法
人
会
女
性
部
会
・
新
春
恒
例
の

研
修
会
は
、
去
る
１
月
29
日
（
金
）
午
前

11
時
か
ら
真
岡
市
台
町
の
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ

ン
静
風
で
行
わ
れ
、
来
賓
、
会
員
合
わ
せ

て
71
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
三
瓶
伸
一
真
岡
税
務
署
長

と
個
人
課
税
部
門
の
櫻
井
上
席
国
税
調
査

官
の
お
二
人
に
講
師
を
お
願
い
し
、「
改

正
さ
れ
た
相
続
税
・
贈
与
税
」
を
テ
ー
マ

に
約
１
時
間
に
わ
た
っ
て
ご
説
明
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ご
高
承
の
通
り
、
平
成
27
年
１
月
１
日

以
降
か
ら
相
続
税
と
贈
与
税
が
改
正
さ

れ
、
相
続
税
の
基
礎
控
除
額
は
大
幅
改
正

と
な
り
ま
し
た
。
①
財
産
を
も
ら
っ
た
と

き
の
税
金
②
財
産
を
相
続
し
た
と
き
の
税

金
、
こ
の
説
明
を
聞
い
て
相
続
税
対
策
は

早
く
着
手
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
高
い
効
果
が

望
め
、
贈
与
な
ど
を
う
ま
く
利
用
す
る
こ

と
で
よ
り
相
続
の
際
の
遺
産
額
を
減
ら
す

こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
次

第
で
す
。
相
続
税
は
事
前
の
準
備
が
決
め

手
！
早
め
の
対
策
で
大
切
な
資
産
を
守
り

ま
し
ょ
う
！

　

研
修
会
終
了
後
は
、
別
室
に
席
を
移
し

て
お
楽
し
み
食
事
会
。
新
し
い
年
の
門
出

を
祝
う
と
と
も
に
和
や
か
に
一
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。
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益
子
小
で
租
税
教
室

講
師
は
益
子
支
部
青
年
部

　

法
人
会
青
年
部
会
も
租
税
教
育
事
業
に

取
組
ん
で
い
ま
す
が
、
去
る
１
月
15
日
、

市
政
懇
談
会

　

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
真
岡
支
部

で
は
、
去
る
３
月
23
日
（
水
）
午
後
５
時

か
ら
「
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
」
に
て
、

井
田
真
岡
市
長
を
迎
え
「
市
政
の
概
要
に

つ
い
て
」
と
題
し
、
平
成
28
年
度
の
真
岡

市
の
予
算
、
事
業
計
画
、
ま
ち
づ
く
り
へ

の
取
り
組
み
等
の
詳
細
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
雇
用
の

創
出
、
移
住
定
住
の
促
進
、
結
婚
・
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
の
切
れ
目
な
い
支
援
な
ど
、

昨
年
10
月
に
策
定
し
た
、
真
岡
市
の
「
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
真
岡
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
施
策

を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
各
種
事
務
事
業

　

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
福
島
大
会
」
に
参
加
し
て

　

第
11
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
、
去
る
４
月
14
日
（
木
）
未
曾
有
の
大

震
災
か
ら
5
年
が
経
ち
、
復
興
途
上
に
あ

る
福
島
県
郡
山
市
の
「
ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト

ふ
く
し
ま
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
４
１
８
単
会
か
ら
１
８
０
６
名
の

参
加
が
あ
り
、
当
女
性
部
会
か
ら
茂
木
支

部
の
大
越
部
長
、
真
岡
支
部
の
大
瀧
副
部

長
と
事
務
局
の
法
師
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

５
年
前
に
は
こ
の
会
場
は
２
５
０
０
人

の
避
難
所
で
あ
っ
た
と
聞
か
さ
れ
、
胸
が

痛
く
な
る
の
を
覚
え
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
記
念
講
演
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
大
和
田
新
氏
が
「
伝
え
る
こ

と
の
大
切
さ
、伝
わ
る
事
の
す
ば
ら
し
さ
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
さ
れ
、
ス
ク
リ
ー

ン
に
幼
稚
園
児
が
書
い
た
「
灯
台
に
た
く

さ
ん
の
お
友
達
と
登
っ
て
い
る
絵
」
が
映

し
出
さ
れ
、
こ
の
絵
を
書
い
た
み
ゆ
ち
ゃ

ん
は
津
波
の
犠
牲
に
な
っ
た
。
と
聞
か
さ

れ
参
加
者
の
涙
を
誘
い
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
式
典
で
は
、
女
性
部
会
は
税

の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
社
会
に

貢
献
す
る
法
人
会
の
一
員
と
し
て
、
租
税

教
育
活
動
や
地
域
貢
献
活
動
を
積
極
的
に

推
進
し
、
法
人
会
活
動
を
通
じ
て
日
本
の

未
来
を
切
り
拓
い
て
い
こ
う
と
「
大
会
宣

言
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
は
県
下

女
性
部
会
３
３
名
が
揃
っ
て
、
春
爛
漫
の

霞
ヶ
城
公
園
や
大
隣
寺
、
四
季
の
里
、
花

見
山
公
園
を
散
策
し
、
互
い
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

益
子
小
学
校
の
６
年
生
児
童
52
名
を
対
象

に
「
租
税
教
室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
税

金
ク
イ
ズ
に
答
え
た
り
、
正
し
い
税
金
の

使
わ
れ
方
な
ど
、
し
っ
か
り
学
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
最
後
に
重
さ
10
キ
ロ
も

あ
る
１
億
円
（
レ
プ
リ
カ
）
を
手
に
し
て
、

子
ど
も
た
ち
は
大
き
な
感
激
を
受
け
た
よ

う
で
す
。

（
講
師
）
益
子
支
部
青
年
部　

荒
井　

久

大
塚
和
美

新
春
講
演
会

二
宮
支
部

　

去
る
１
月
22
日
に
、
に
の
み
や
商
工
会

と
共
催
に
よ
り
新
春
講
演
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
三
遊
亭
圓
丸
師
匠
を
講
師
に
、

「
健
全
な
経
営
は
健
康
か
ら
〜
笑
い
と
健

康
〜
」
の
テ
ー
マ
で
、
笑
い
は
自
分
の
健

康
に
繋
が
り
、
元
気
に
仕
事
す
る
こ
と
が

会
社
の
元
気
に
繋
が
る
落
語
を
交
え
た
講

演
と
な
り
ま
し
た
。
仕
事
し
て
い
く
た
め

支
部
活
動
報
告

の
行
政
評
価
を
踏
ま
え
た
効
率
的
な
行
政

運
営
を
図
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。

　

市
政
懇
談
会
終
了
後
は
、
懇
親
会
を
開

催
し
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
会
員
の
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

真
岡
支
部
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新
春
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

益
子
支
部

　

益
子
支
部
で
は
恒
例
と
な
り
ま
し
た
新

春
賀
詞
交
歓
会
を
今
年
も
益
子
町
商
工
会

女
性
部
と
の
共
催
に
て
一
月
十
五
日（
金
）

に
ア
プ
ロ
ー
ズ
益
子
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

真
岡
税
務
署
の
前
原
統
括
官
よ
り
ご
挨

拶
を
頂
き
、続
い
て
今
回
の
特
別
企
画「
新

春
の
唄
」
が
始
ま
り
、
地
元
益
子
町
在
住

の
浦
壁
進
様
に
自
慢
の
喉
を
披
露
し
て
頂

き
ま
し
た
。
浦
壁
様
は
昨
年
十
月
、
両
国

国
技
館
で
開
催
さ
れ
た
日
本
民
謡
協
会
全

国
大
会
で
高
年
部
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た

「
益
子
木
挽
き
唄
」
を
始
め
、
心
に
染
み

入
る
唄
の
数
々
を
熱
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
法
師
人
副
町

長
、
岩
崎
県
議
会
議
長
等
多
数
の
ご
来
賓

の
方
々
か
ら
も
心
の
こ
も
っ
た
温
か
い
ご

挨
拶
を
頂
き
、
会
員
及
び
商
工
会
青
年
部
、

建
設
業
親
睦
会
や
、
Ｊ
Ａ
は
が
野
の
方
々

を
交
え
、
和
や
か
な
歓
談
が
続
き
ま
し
た
。

「
タ
オ
ル
１
本
協
賛
運
動
」

　

益
子
支
部
で
は
、
今
年
も
地
域
社
会
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
「
タ
オ
ル
一
本
協

賛
運
動
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。「
福
祉

施
設
な
ど
で
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
の
趣
旨
の
も
と
、
支
部
会
員
の
事
業
所

に
呼
び
か
け
、
未
使
用
の
タ
オ
ル
を
持
ち

寄
っ
て
い
た
だ
き
、
町
内
16
カ
所
の
タ
オ

ル
収
集
場
所
に
て
平
成
28
年
1
月
1
日
〜

31
日
の
約
1
ケ
月
間
に
て
３
７
８
本
も
の

タ
オ
ル
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
タ
オ
ル
は
益
子
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
贈
し
、
町
内
各
福
祉
施
設
に

配
分
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

OOHARA FUNERAL

に
は
、
身
体
が
資
本
で
あ
り
健
康
で
あ
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
大
い
に
笑
い

な
が
ら
学
び
、
そ
の
後
の
懇
親
会
ま
で
も

笑
い
に
包
ま
れ
た
楽
し
い
講
演
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
も
当
地
域
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね

て
二
宮
金
次
郎
の
教
え
「
積
小
為
大
（
せ

き
し
ょ
う
い
だ
い
）」（
大
事
を
成
さ
ん
と

欲
す
る
者
は
、
ま
ず
小
事
を
務
む
べ
し
。

大
事
を
成
さ
ん
と
欲
し
て
小
事
を
怠
り
、

そ
の
成
り
難
き
を
憂
い
て
、
成
り
易
き
を

務
め
ざ
る
者
は
、
小
人
の
常
な
り
。
そ
れ

小
を
積
め
ば
大
と
な
る
）
と
「
に
の
み
や

金
ち
ゃ
ん
の
」
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
入
れ
た

新
春
の
タ
オ
ル
を
制
作
し
大
変
好
評
で
し

た
。
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新 会 員 の ご 紹 介
法人名 代表者名 所在地

㈱エー・アイ保険事務所 橋本　譲 真岡市並木町 3-105-7

芳成電設㈱ 大島広行 真岡市根本 1014-1

細島工業㈱ 細島浩治 真岡市八条 1415-2

㈱エムワイケー 三村　明 真岡市八木岡 466-7

㈲秋山テクノサービス 秋山利之 真岡市清水 1376-14

㈲細谷鉄建工業 細谷慶忠 真岡市鶴田 8-64

㈱ソレイユ 佐藤英雄 真岡市飯貝1200-1

関東食研㈱ 鷺谷一雄 真岡市小林 632-2

㈱泉屋 鹿沼正司 真岡市並木町二丁目24 番地 13

ＫーＳーＫ㈱ 久保健司 真岡市田町 1605-8

㈱誠進 杉浦雄一 真岡市下大田和 125-1

㈲ YEONG　EXPRES 陳　儀勇 真岡市亀山 1078

㈱メタルスタークリエイト 倉本雅通 真岡市荒町 3-40-10

㈱セイワ興業 白川和嗣 真岡市東大島 603-4

㈱ウエキ 植木信夫 真岡市寺久保 1-2-15

㈱グリーンアンドエネルギー 古谷　潔 真岡市寺町 798

㈱島田エンジニヤリング 島田　孝 真岡市西郷 2585-207

㈱仙波総業 仙波靖大 真岡市上大沼 322-13

㈱伊藤商店 伊藤康裕 真岡市台町 101-15

㈲ステージニジューイチ 岡本タカ子 真岡市並木町 1-10-12

㈱リンクライフ 久保田ふく 真岡市高田 1050

泉米殻㈱ 泉　智 真岡市田町 2236

㈲アルデ 菊島　晃 真岡市大谷新町 18-1

㈲ＳＫ物流 佐藤直也 芳賀郡益子町益子 1440 番地メゾン益子 206 号室

㈲小出工業 小出正美 芳賀郡益子町塙 2508

㈱ホテルサンシャイン益子舘 高橋美江 益子町益子 243-3

合同会社ＹＫＯ 大槻征夫 芳賀郡益子町益子 2014

㈲斎藤重機 斎藤秋子 芳賀郡芳賀町東水沼 2407

㈱北関東オペレーター 宮下　敏 芳賀郡茂木町坂井 997

㈱関工舎 関　正寿 芳賀郡茂木町上後郷 610-1

（農）茂木農産 小堀昌仁 芳賀郡茂木町天子 120

㈱真京商事 武田浩之 宇都宮市塙田 2丁目 2番 8号

有限会社　広瀬生花店

日
帰
り
研
修

茂
木
支
部

　

3
月
12
日
（
土
）、
茂
木
支
部
で
は
、

埼
玉
県
川
越
と
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
川
越
一
番
街
商
店
街
」
は
約
４
０
０

メ
ー
ト
ル
に
渡
る
蔵
造
り
の
町
並
み
や
時

の
鐘
な
ど
が
あ
る
人
気
エ
リ
ア
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
か
ら
舟
運
で
栄
え
、

商
業
都
市
と
し
て
繁
栄
し
た
こ
と
を
象
徴

す
る
よ
う
に
、
独
特
の
風
情
や
趣
き
を

も
っ
た
店
蔵
は
、
現
在
も
店
舗
と
し
て
使

わ
れ
、
大
変
活
気
あ
ふ
れ
て
お
り
、
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
上
で
、
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、「
菓
子
屋
横
町
」
で

童
心
に
返
っ
た
り
、
江
戸
・
明
治
・
大
正

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
町
並
み

を
散
策
し
た
り
と
、
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
へ
。
2

年
前
、
同
所
を
見
学
予
定
し
ま
し
た
が
、

強
風
に
よ
り
運
行
中
止
と
な
り
断
念
。
そ

の
悔
し
い
思
い
を
胸
に
2
年
越
し
の
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
。
今
回
は
、
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
綺
麗
な
東
京
の
夜
景
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

一
日
中
歩

き
通
し
た
研

修
で
し
た
が
、

親
睦
も
図
ら

れ
、
楽
し
い

研
修
と
な
り

ま
し
た
。
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「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」コ
ン
ク
ー
ル

関
東
信
越
国
税
局
長
賞
受
賞

夢
は
高
額
納
税
者

真
岡
市
立
真
岡
東
中
学
校

三
年
　
上
野
　
綾
弓

　

税
に
関
す
る
話
を
す
る
と
、
不
満
ば
か

り
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

消
費
税
が
上
が
る
こ
と
に
反
対
す
る
声
や
、

政
府
が
税
金
の
無
駄
遣
い
を
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
な
ど
、
挙
げ
れ

ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
納
税
は
、
国
民

の
義
務
で
す
。
し
か
し
、
マ
イ
ナ
ス
な
イ

メ
ー
ジ
ば
か
り
が
先
行
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
仕
方
な
く
納
税
し
て
い
る
と
い
う

人
が
、
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

け
れ
ど
も
、
私
は
こ
の
こ
と
に
少
し
違
和

感
を
覚
え
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
高
額
納

税
者
と
い
う
存
在
を
知
っ
た
か
ら
で
す
。

　

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
芸
能
人
な
ど
、

か
け
離
れ
た
収
入
の
あ
る
人
た
ち
は
、
普

通
の
人
の
何
倍
も
の
税
金
を
納
め
て
い
る

そ
う
で
す
。
例
え
ば
一
億
円
収
入
が
あ
っ

た
と
す
る
と
、
そ
の
う
ち
四
千
五
百
万
円

は
税
金
を
納
め
る
そ
う
で
す
。
私
は
そ
れ

を
聞
い
た
と
き
は
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

収
入
の
半
分
近
く
税
金
に
消
え
て
し
ま
っ

た
ら
、
働
く
こ
と
が
虚
し
く
な
ら
な
い
の

だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
母

の
言
葉
を
聞
い
て
、
私
の
考
え
は
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。

　
「
私
の
夢
は
、
高
額
納
税
者
に
な
る
こ

と
な
の
。」

　

母
は
、
私
た
ち
兄
弟
三
人
を
育
て
て
い

る
の
で
、
結
婚
し
て
か
ら
は
、
税
金
を
納

め
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
間
に
た
く

さ
ん
の
税
金
に
お
世
話
に
な
っ
た
と
言
い

ま
す
。
私
は
本
を
読
む
こ
と
が
大
好
き

だ
っ
た
の
で
、
一
週
間
に
九
冊
ず
つ
図
書

館
か
ら
借
り
て
い
ま
し
た
。
一
度
計
算
し

た
ら
年
間
数
十
万
円
以
上
に
な
り
、
父
が

納
め
た
税
金
よ
り
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

自
分
が
働
い
た
収
入
で
は
そ
ん
な
に
た
く

さ
ん
の
本
を
買
え
な
い
し
、
置
い
て
お
く

場
所
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
以
来
母
は
、

「
子
育
て
が
ひ
と
段
落
し
た
ら
、
税
金
を

納
め
る
側
に
な
り
、
社
会
に
貢
献
で
き
る

人
に
な
ろ
う
。」
と
、
心
に
決
め
て
い
る

の
だ
そ
う
で
す
。
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
ス

ポ
ー
ツ
選
手
や
芸
能
人
た
ち
は
、
向
上
心

が
あ
り
、
絶
え
ず
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

自
分
を
高
め
る
こ
と
で
、
よ
り
社
会
に
貢

献
で
き
る
な
ん
て
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
な

の
だ
な
と
、
思
い
ま
し
た
。
私
が
大
人
に

な
っ
た
ら
、
で
き
る
だ
け
税
を
た
く
さ
ん

納
め
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
自
分

が
豊
か
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体

が
豊
か
に
な
る
こ
と
へ
貢
献
で
き
る
な
ん

て
、
素
敵
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
に
気
が
付
け
ば
、
税
に
対
す

る
マ
イ
ナ
ス
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
無
く
な
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た

ち
全
員
が
、
税
を
プ
ラ
ス
の
角
度
か
ら
捉

え
る
こ
と
で
、
税
を
払
う
こ
と
を
義
務
で

は
な
く
、
誇
り
だ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
中
学
生
の
私
た
ち
が
納
税
者

に
な
る
ま
で
に
、
せ
め
て
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
み
ま
し
た
。
学
校
の
備
品
一
つ
一

つ
、
校
庭
の
隅
々
ま
で
、
税
金
で
賄
わ
れ

た
も
の
ば
か
り
で
す
。

税
金
を
納
め
て
く
れ

て
い
る
全
て
の
人
た

ち
か
ら
の
贈
り
物
で

す
。
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
こ
う
。
そ

う
心
に
誓
い
ま
し
た
。

左 中島香菜子 さん　右 野沢由香里 さん

浜
　
　
勢

職
場
の
花

　

当
店
は
、
沢
山
の
お
客
様
に
愛
さ
れ
る

割
烹
料
理
店
で
す
。
法
事
・
お
祝
い
事
・

宴
会
・
会
社
の
接
待
な
ど
、
幅
広
く
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
、
四
季
折
々
の
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
私
達
は

昼
を
中
心
に
「
目
配
り
・
気
配
り
・
心
配

り
」
を
胸
に
サ
ー
ビ
ス
を
心
掛
け
て
お
り

ま
す
。
様
々
な
出
会
い
の
中
、
学
ぶ
こ
と

も
多
々
あ
り
、
お
客
様
か
ら
感
謝
の
御
言

葉
を
頂
い
た
時
、
喜
び
を
感
じ
ま
す
。
お

客
様
の
大
切
な
時
間
を
快
適
に
お
過
ご
し

頂
き
、
一
品
一
品
を
楽
し
ん
で
頂
く
為
、

「
ま
た
来
た
い
な
」
と
思
っ
て
頂
け
る
よ

う
精
一
杯
、努
力
し
て
参
り
ま
す
。ス
タ
ッ

フ
一
同
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。



第198号 平成28年4月25日（8）

　
株
式
会
社

ロ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
　

株
式
会
社
オ
チ
アイ

企 

業 

紹 

介

　

弊
社
は
、
平
成
十
四
年
三
月
に
創
設
し

平
成
十
八
年
十
二
月
に
現
在
の
社
名
に
変

更
し
創
業
当
時
よ
り
真
岡
市
熊
倉
を
拠
点

に
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

業
務
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
贈
答
品
を

主
に
販
売
し
て
お
り
無
店
舗
で
は
あ
り
ま

す
が
多
く
の
法
人
様
・
個
人
の
お
客
様
に

ご
愛
顧
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
お
客
様
に
弊
社
の
理
念
で
安
心

し
て
ご
利
用
し
て
頂
く
の
は
勿
論
で
は
あ

り
ま
す
が
、
迅
速
で
様
々
な
要
望
に
対
応

が
出
来
る
よ
う
に
、
常
に
感
謝
の
気
持
ち

を
持
っ
て
努
め
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な

日
々
の
成
果
に
よ
り
、
景
気
が
低
迷
す
る

中
で
大
変
多
く
の
皆
様
に

支
え
ら
れ
、
お
蔭
様
を
持

ち
ま
し
て
成
長
し
続
け
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
に
色
々

な
人
達
と
接
し
大
変
多
く

の
良
い
経
験
を
さ
せ
て
頂

き
人
間
的
に
も
大
き
く
成

長
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
そ
の
経
験

に
よ
っ
て
得
た
知
識
を
今

後
の
活
動
に
最
大
限
に
生

か
し
、
地
域
社
会
活
動
に

も
力
を
入
れ
皆
様
に
認
め

ら
れ
る
会
社
と
人
格
に
成

長
し
益
々
飛
躍
で
き
る
よ

う
に
日
々
精
進
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

弊
社
は
平
成
22
年
1
月
に
株
式
会
社

ロ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
創
業
い
た
し
ま

し
た
。
タ
イ
ヤ
、
ホ
イ
ー
ル
販
売
を
中
心

に
足
回
り
や
エ
ア
ロ
パ
ー
ツ
な
ど
自
動
車

に
関
わ
る
こ
と
な
ら
何
で
も
対
応
し
て
お

り
ま
す
。
特
に
タ
イ
ヤ
ホ
イ
ー
ル
は
全

メ
ー
カ
ー
取
扱
い
が
ご
ざ
い
ま
し
て
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
と
ご
予
算
に
合
わ
せ
た
ご
提

案
が
出
来
る
様
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
タ

イ
ヤ
に
関
し
ま
し
て
は
国
内
メ
ー
カ
ー
の

商
品
は
も
と
よ
り
海
外
メ
ー
カ
ー
や
工
場

か
ら
海
上
コ
ン
テ
ナ
で
大
量
に
輸
入
し
て

い
る
事
で
価
格
や
商
品
力
で
も
皆
様
に
還

元
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ア
ル
ミ
ホ
イ
ー
ル
に
関
し
ま

し
て
は
弊
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｄ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｔ
を
中
心
に
最
新
モ
デ
ル
か
ら
お

求
め
や
す
い
ホ
イ
ー
ル
ま
で
お
客
様
の
ご

納
得
の
い
く
商
品
を
取
り
そ
ろ
え
て
お

り
ま
す
。
本
年
度
か
ら
別
倉
庫
も
完
備
し

て
収
納
力
と
商
品
管
理
も
ア
ッ
プ
し
て
以

前
か
ら
行
っ
て
き
て
お
り
ま
す
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
事
業
を
更
に
加
速
さ
せ
て
ネ
ッ
ト

販
売
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

甲
斐
あ
っ
て
か
週
末
な
ど
は
北
関
東
道
を

使
っ
て
関
東
中
か
ら
ご
来
店
頂
く
事
も
ご

ざ
い
ま
す
。
若
者
の
車
離
れ
が
騒
が
れ
る

中
、
今
後
は
ホ
イ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
な
ど
と

協
力
し
て
い
ろ
い
ろ
な
見
せ
方
で
も
っ
と

幅
広
く
情
報
を
発
信
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
く
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
地
元
の
お
客

様
に
良
く
し
て
頂
き
今
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
お
客
様
が
ま
た
来
た

い
と
思
っ
て
頂
け
る
よ
う
な
専
門
店
で
有

り
た
い
と
お
も
っ
て
お
り
ま
す
。
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